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(57)【要約】
　ポリマー樹脂とフルオロポリマー添加剤及びシリコー
ン含有添加剤とのブレンドを含む部材組成物が開示され
る。特定の実施形態において、部材は、改善された防汚
性及び耐汚染性を示し、そのため、本発明の少なくとも
１つの部材を含む製造された産業用ファブリックも防汚
性及び耐汚染性を示す。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂部材組成物であって、
　ポリマー樹脂；
　フルオロポリマー添加剤；及び
　シリコーン含有添加剤；
を含む樹脂部材組成物。
【請求項２】
　前記組成物の約５０質量％～約９８質量％がポリマー樹脂から構成される、請求項１に
記載の組成物。
【請求項３】
　前記組成物の約０．５質量％～約１５質量％がフルオロポリマー添加剤から構成される
、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記組成物の約０．５質量％～約１５質量％がシリコーン含有添加剤から構成される、
請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物の約５０質量％～約９８質量％がポリマー樹脂から構成され、前記組成物の
約０．５質量％～約１５質量％がフルオロポリマー添加剤から構成され、前記組成物の約
０．５質量％～約１５質量％がシリコーン含有添加剤から構成される、請求項１に記載の
組成物。
【請求項６】
　前記ポリマー樹脂が、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリエチレンテレフタレ
ート（ＰＥＴ）、ポリブチレンナフタレート（ＰＢＮ）、ポリトリメチレンナフタレート
（ＰＴＮ）、ポリ（シクロヘキシレンジメチレンテレフタレート）酸（ＰＣＴＡ）及びポ
リブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）からなる群から選択された少なくとも１種のポリエ
ステルを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記フルオロポリマー添加剤が、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリフッ
化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、エチレンテトラフルオロエチレン（ＥＴＦＥ）、ペルフッ素
化ポリエーテル（ＰＦＰＥ）及び変性フルオロアルコキシ（ＭＦＡ）ポリマーからなる群
から選択された少なくとも１種のフルオロポリマーを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記シリコーン添加剤がシロキサンを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記シリコーン添加剤が、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、ＰＤＭＳ誘導体、ポ
リジフェニルシロキサン、環状シロキサン及びアミノアルキルシロキサンからなる群から
選択される、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記組成物がヒュームドシリカを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記組成物が、ポリアミド（ＰＡ　６；ＰＡ　６，６；ＰＡ　６，１２；ＰＡ　６，１
０；ＰＡ　４，６；ＰＡ　１０；ＰＡ　１１；ＰＡ　１２、並びにそれらの芳香族誘導体
）、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルケトン（ＰＥＫ）及びポリ
（ｐ－フェニレンスルフィド）（ＰＰＳ／Ｒｙｔｏｎ（登録商標））、又はポリウレタン
からなる群から選択されたポリマーを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記ポリエステル樹脂がＰＥＴを含み、前記フルオロポリマー添加剤がＰＶＤＦを含む
、請求項６に記載の組成物。
【請求項１３】
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　前記シリコーン添加剤がシロキサンを含む、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記シリコーン添加剤が、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、ＰＤＭＳ誘導体、ポ
リジフェニルシロキサン、環状シロキサン及びアミノアルキルシロキサンからなる群から
選択される、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記組成物の約８０質量％～約９７質量％がポリマー樹脂から構成される、請求項２に
記載の組成物。
【請求項１６】
　前記組成物の約１質量％～約６質量％がフルオロポリマー添加剤から構成される、請求
項３に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記組成物の約１質量％～約６質量％がシリコーン含有添加剤から構成される、請求項
４に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記組成物の約８０質量％～約９７質量％がポリマー樹脂から構成され、前記組成物の
約１質量％～約６質量％がフルオロポリマー添加剤から構成され、前記組成物の約１質量
％～約６質量％がシリコーン含有添加剤から構成される、請求項５に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記ポリマー樹脂がＰＥＴであり、前記フルオロポリマー添加剤がＰＶＤＦであり、前
記シリコーン含有添加剤がＰＤＭＳである、請求項５又は１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記ポリエステル樹脂が約１．２ｄＬ／ｇの固有粘度を有する、請求項６に記載の組成
物。
【請求項２１】
　前記ポリエステル樹脂が約０．７～０．７５ｄＬ／ｇの固有粘度を有する、請求項６に
記載の組成物。
【請求項２２】
　前記ポリエステル樹脂が約０．８５～１．０ｄＬ／ｇの固有粘度を有する、請求項６に
記載の組成物。
【請求項２３】
　（ａ）前記組成物の９４．２５質量％～９５．８５質量％がＰＥＴであり；
　（ｂ）前記組成物の２．５質量％がＰＶＤＦであり；
　（ｃ）前記組成物の１．２５質量％がＰＤＭＳであり；
　（ｄ）前記組成物の１．２５質量％がカルボジイミドであり；
　（ｅ）前記組成物の０．４質量％～２質量％が着色剤であり；
　（ｆ）前記組成物の０．１０質量％～５．０質量％がヒュームドシリカである；
　請求項１９に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記組成物が、安定剤、相溶化剤、加水分解又は酸化防止剤、染料、顔料及びヒューム
ドシリカからなる群から選択された１又は２種以上の添加剤を含む、請求項１に記載の組
成物。
【請求項２５】
　ヤーン表面上で測定された水接触角が７４度を超えるモノフィラメントを製造するため
に使用される、請求項１に記載の組成物。
【請求項２６】
　円形又は非円形断面を有するモノフィラメントヤーンを製造するために使用される、請
求項１に記載の組成物。
【請求項２７】
　ポリマー樹脂、フルオロポリマー添加剤及びシリコーン含有添加剤を含む樹脂部材組成
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物の製造方法であって、前記フルオロポリマー添加剤及び前記シリコーン含有添加剤が前
記ポリマー樹脂に添加され、次いでポリマー樹脂が押出される、樹脂部材組成物の製造方
法。
【請求項２８】
　前記組成物が、ポリアミド（ＰＡ　６、ＰＡ　６，６、ＰＡ　６，１２、ＰＡ　６，１
０、ＰＡ　４，６、ＰＡ　１０、ＰＡ　１１、ＰＡ　１２、及びそれらの芳香族誘導体）
、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルケトン（ＰＥＫ）、ポリ（ｐ
－フェニレンスルフィド）（ＰＰＳ／Ｒｙｔｏｎ（登録商標））、及びポリウレタンから
なる群から選択された１又は２種以上のポリマーを含む、請求項２７に記載の組成物の製
造方法。
【請求項２９】
　前記組成物が、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリエチレンテレフタレート（
ＰＥＴ）、ポリブチレンナフタレート（ＰＢＮ）、ポリトリメチレンナフタレート（ＰＴ
Ｎ）、ポリ（シクロヘキシレンジメチレンテレフタレート）酸（ＰＣＴＡ）及びポリブチ
レンテレフタレート（ＰＢＴ）からなる群から選択された１又は２種以上のポリマーを含
む、請求項２７に記載の組成物の製造方法。
【請求項３０】
　前記組成物が、安定剤、相溶化剤、加水分解又は酸化防止剤、染料、顔料及びヒューム
ドシリカからなる群から選択された１又は２種以上の添加剤を含む、請求項２７に記載の
組成物の製造方法。
【請求項３１】
　前記組成物が、繊維、ヤーン、リング、フィルム、箔、メッシュ、網、もしくは他の押
出された要素、所望のパターンの構造化堆積物、又はコーティングに押出される、請求項
２７に記載の組成物の製造方法。
【請求項３２】
　前記押出された繊維が、約１．１ｄｔｅｘ～約２００ｄｔｅｘのサイズを有する、請求
項３１に記載の組成物を製造する方法。
【請求項３３】
　前記押出されたヤーンが約０．０８ｍｍ～約５ｍｍの直径を有する、請求項３１に記載
の組成物を製造する方法。
【請求項３４】
　前記組成物が産業用ファブリックを製造するために使用され、前記部材が、ヤーン、繊
維、フィルム、箔、テープ、網（メッシュ）、リング、もしくは他の押出された要素、所
望のパターンの構造化堆積物、又はコーティングである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３５】
　ＰＭＣフォーミングファブリック、プレスファブリック及びドライヤーファブリック、
並びにプロセスベルト、インプレッションファブリック；ＴＡＤファブリック；ｅＴＡＤ
、ＡＴＭＯＳもしくはＮＴＴマシン用のファブリック；例えばエアレイド、メルトブロー
イング、スパンボンディングもしくは水流交絡などのプロセスによって不織布の製造に使
用される加工ファブリック、スリーブ又はベルト；スラッジフィルターもしくは他の湿式
濾過プロセスで使用されるファブリック；例えば食品加工もしくは鉱業などの産業用途用
のコンベヤーベルト；コルゲーターベルト；スパイラルリンクベルト、それらのピントル
もしくはスタッファーヤーン用のスパイラルコイルリンク；テキスタイル仕上げプロセス
で使用されるファブリックもしくはベルト；建材製品を製造するために使用されるベルト
もしくはファブリック；あるいは、皮なめしベルトもしくはスリーブからなる群から選択
されたファブリックを構成している、請求項３４に記載の産業用ファブリック。
【請求項３６】
　前記ファブリックが、ＭＤ及び／もしくはＣＤでヤーンから織られたものであるか、あ
るいは、ＭＤもしくはＣＤヤーンアレイの不織布層、スパイラルリンク、メッシュもしく
は網、リング、箔、フィルムもしくは他の押出された要素、所望のパターンの構造化堆積
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物、又はコーティングである、請求項３５に記載の産業用ファブリック。
【請求項３７】
　請求項１に記載の樹脂部材を含む、メッシュもしくは網、繊維、ヤーン、リング、フィ
ルム、箔、もしくは他の押出された要素、所望のパターンの構造化堆積物、又はコーティ
ング。
【請求項３８】
　請求項１に記載の樹脂部材を含む抄紙用具。
【請求項３９】
　請求項１に記載の樹脂部材を含む産業用ファブリック、ベルト又はスリーブ。
【請求項４０】
　産業用ファブリックのバット部に使用される繊維を製造するために使用される、請求項
１に記載の組成物。
【請求項４１】
　前記抄紙用具が、リールベルト、ＴＡＤ、ｅＴＡＤ、ＡＴＭＯＳ、及びＮＴＴファブリ
ックからなる群から選択される、請求項３８に記載の抄紙用具。
【請求項４２】
　請求項１に記載の部材を含む、ＤＮＴベルト、フィルタープレス用のベルト、パルプウ
ォッシャー、例えば配向ストランドボードもしくはコルゲーターベルトなどの建材製品を
製造するためのベルト、皮なめしスリーブ、又はテキスタイル仕上げ用ベルトを構成して
いる、加工ファブリック。
【請求項４３】
　前記部材は、プレスファブリック又はコルゲーターベルトのバット部である、請求項３
８又は４２に記載のファブリック。
【請求項４４】
　前記ファブリック、スリーブ又はベルトが、エアレイド、スパンボンド、溶融紡糸又は
水流交絡からなる群から選択されたプロセスによって不織布を製造するために使用される
、請求項４２に記載の加工ファブリック。
【請求項４５】
　請求項１に記載の部材を含むスタッファーヤーン又はピントル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エンドレスファブリック、特に、製紙及びその関連プロセスに使用される産
業用ファブリック及びベルトや、例えばエアレイド、メルトブローン、スパンボンド及び
水流交絡などのプロセスにより製造される不織製品の生産に使用される加工ファブリック
（engineered fabrics）；段ボール箱の生産に使用されるベルト；例えば配向ストランド
ボード（「ＯＳＢ」）などの建材製品を生産するために使用されるベルト；並びに、テキ
スタイル仕上げプロセス又は皮なめしに使用されるベルトに関する。より詳細には、本発
明は、産業用ファブリック及びベルトの部材の生産に使用されるポリマー樹脂組成物であ
って、産業用ファブリック又はベルトの清掃性、汚れ離脱性（soil release）及び耐汚染
性を向上させるために産業用ファブリックの部材の押出し又はコーティングの間にポリマ
ー樹脂をフルオロポリマー添加剤及びシリコーン含有材料（例えばシロキサン）添加剤と
混合することにより製造されるポリマー樹脂組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　産業用ファブリック又はベルトとしては、フォーミングファブリック（forming fabric
）、プレスファブリック（press fabric）、ドライヤーファブリック（dryer fabric）又
はプロセスベルト（例えば、シュープレスベルト、トランスファーベルト、カレンダーベ
ルト）、リールベルト、インプレッションファブリック（impression fabric）として使
用される構造物、ティッシュ及びタオルの生産に使用されるスルーエアードライヤー（「
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ＴＡＤ」）ファブリック（「抄紙用具（paper machine clothing）」又は「ＰＭＣ」とし
ても知られている）などの、連続ループの形態のエンドレス構造物である。他の産業用フ
ァブリックとしては、段ボール箱を生産するためのコルゲーターベルト；例えばメルトブ
ローイング、スパンボンド、水流交絡又はエアレイドなどのプロセスによる不織布の製造
に使用されるファブリック及びベルト；スラッジフィルター又は他の湿式濾過プロセスで
使用されるファブリック；又は例えばサンフォライジングなどのテキスタイル仕上げ工程
で使用されるファブリック；皮なめしに使用されるベルト；並びに、食品加工に使用され
るコンベヤーベルトなどの他のコンベヤーベルトが挙げられる。
【０００３】
　ここでの議論は一般的に製紙プロセスに関するものであるが、本発明の用途はそれに限
定されるものではない。
【０００４】
　製紙プロセスの間、セルロース系繊維ウェブは、抄紙機のフォーミング部（forming se
ction）において移動しているフォーミングファブリック上に繊維スラリー、すなわちセ
ルロース繊維の水性分散体を堆積させることによって形成される。大量の水がスラリーか
らフォーミングファブリックを通って排出され、フォーミングファブリックの表面にセル
ロース繊維ウェブが残る。
【０００５】
　新たに形成されたセルロース系繊維ウェブは、フォーミング部から一連のプレスニップ
を含むプレス部（press section）に移る。セルロース系繊維ウェブは、１枚のプレスフ
ァブリックにより支持されたプレスニップを通るか、又は、しばしばそうであるように、
２枚のかかるプレスファブリックの間を通る。プレスニップでは、セルロース系繊維ウェ
ブは圧縮力を受け、この圧縮力はセルロース系繊維ウェブから水を搾り出し、ウェブ中の
セルロース系繊維を互いに密着させてセルロース系繊維ウェブを紙シートに変える。１枚
又は２枚のプレスファブリックが水を受け入れ、理想的には、水は紙シートに戻らない。
【０００６】
　紙シートは、最終的には、ドライヤー部（dryer section）に移る。当該ドライヤー部
は、少なくとも１つの系列の回転可能なドライヤードラム又はシリンダーを含み、当該ド
ライヤードラム又はシリンダーは、スチームにより内部が加熱される。新しく形成された
紙シートは、ドライヤーファブリックによって一連のドラムのそれぞれの周りを順次蛇行
して進む。ドライヤーファブリックは、紙シートをドラム表面に密着させて保持する。加
熱ドラムは、蒸発によって紙シートの残留水含量を好ましいレベルまで減少させる。
【０００７】
　フォーミングファブリック、プレスファブリック及びドライヤーファブリックはすべて
、抄紙機上でエンドレスループの形態をとり、コンベヤーのように機能することが理解さ
れるべきである。さらに、製紙は、かなりの速度で進行する連続的なプロセスであること
が認識されるべきである。すなわち、繊維スラリーはフォーミング部においてフォーミン
グファブリック上に連続的に堆積されると同時に、新しく製造された紙シートはドライヤ
ー部から出た後にロール上に連続的に巻き取られる。
【０００８】
　ティッシュ又はタオルの製造において、フォーミングファブリック及びプレスファブリ
ックは、上記の製紙における場合と同じ機能を提供する。例えばインプレッションファブ
リック又はＴＡＤファブリックなどの他のファブリックや、リールベルトが存在してもよ
い。
【０００９】
　上に述べたファブリックの重要な部分を形成する基布は、多くの様々な形態をとる。例
えば、それらはエンドレスに織られたものであるか、又は、平織りされ、その後に、縦方
向（machine direction）（ＭＤ）ヤーン及び横方向（cross-machine direction）（ＣＤ
）ヤーンの１又は２つ以上の層を用いて織り縫合でエンドレス形態にされたものであるこ
とができる。さらに、１つの基布を、別の基布により形成されたエンドレスループ内に配
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置し、次いで、例えばステープルファイバーバットを両方の基布とニードリングしてそれ
らを互いに結合させることによるなどの当業者に知られている様々な手段によって、複数
の基布を結合するか又は重ね合わせて１つにしてもよい。
【００１０】
　種々のポリマー材料を、ＭＤ／ＣＤヤーンの形成、及び、存在する場合には、これらの
ファブリックを形成するバット繊維の形成に使用することができる。この目的のために使
用することができるポリマー樹脂の一例は、ポリエステルである。これらのファブリック
は、常に異なるセルロース系材料、添加剤及び埃と相互作用するので、これらのヤーンを
形成するために使用される材料は、良好な清浄性、例えば防汚性、所望の疎水性及びシー
ト離型性並びに他の特性などを示すことが重要である。例えば、フォーミングファブリッ
クとしてのポリエステルのようなヤーンに使用される純粋（１００％）材料は、要求され
るヤーン弾性率が優れているが、防汚性及び耐汚染性が比較的不十分である。これらの欠
点を改善する試みがなされているが、要求されるレベルの改善は示されていない。
【００１１】
　他の構造部材、例えば箔又はフィルムなどは、前述の使用のための構造物中の層として
使用することができる。かかるフィルムは、限定されないが、ポリエステル又はポリウレ
タンなどのポリマーを含む。
【００１２】
　最後に、コーティング、例えばシュープレスベルト、カレンダーベルト、転写ベルト、
特定のティッシュ／タオルインプレッションファブリック、及び加工ファブリックのいく
つかを製造するために使用されるものなども、汚染防止又は汚染物質の除去が容易である
という要件を有する。コーティングは、ポリウレタン又は他のポリマーを含んでもよい。
【００１３】
　例えば、米国特許第８，３８８，８１２号、第８，３９４，２３９号、第８，７２８，
２８０号及び第８，７６４，９４３号公報は、ティッシュ、タオル又は不織布製品の生産
における支持部材として使用するために製造されたポリエステルフィルムに関する。
　米国特許出願公開第２０１２０２１４３７４号公報は、ポリエチレンテレフタレート（
ＰＥＴ）、高分子シロキサン及び相溶化剤から製造されたＰＭＣファブリックヤーンを開
示している。
　米国特許第５，７５９，６８５号公報は、ＰＥＴとポリジアルキルシロキサンを重縮合
し、組成物を押し出すことによって、汚れ忌避性及び耐摩耗性のモノフィラメントを製造
する方法に関する。
【００１４】
　米国特許第５，９２２，４６３号公報には、改善された製織性のために特定の直径及び
強度を有するＰＥＴ－ポリジアルキルシロキサンコポリマーから製造されたモノフィラメ
ントが記載されている。
　米国特許第５，９２２，４６３号及び第５，７５９，６８５号公報の議論の中心は、シ
リコーン変性ＰＥＴを生成するためのポリジアルキルシロキサンとＰＥＴとの間の重縮合
反応の使用に関する。重縮合は、押出プロセス中のモノフィラメントの最終的な組成を制
御することの融通性と容易さを制限する。米国特許第５，７５９，６８５号公報は、純粋
なＰＥＴ樹脂を使用することと、計量装置を介して押出機の上流にポリジメチルシロキサ
ンを添加することの可能性について簡単に触れているが、これを実施すると、２つの材料
の相分離による加工上の問題が生じる。
【００１５】
　米国特許出願公開第２０１０００６８５１６号公報には、フルオロポリマーをＰＥＴ溶
融物中に組み込んで、耐摩耗性が向上した繊維を形成することが記載されている。
　米国特許第５，４８９，４６７号公報は、抄紙機の乾燥プロセスにおけるファブリック
として利用するための、ポリエステル樹脂、溶融押出可能なフルオロポリマー樹脂及び加
水分解安定剤のポリマーブレンドから製造されたポリエステルモノフィラメントの織布に
関する。
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　国際公開第ＷＯ２０１２／１４０９９３号公報には、繊維の付着を防ぎ防汚特性を維持
するために、フッ素樹脂から製造されたファブリックのための二層織が記載されている。
　米国特許第６，１３６，４３７号は、産業用及び製紙用の布に使用するためのフルオロ
ポリマー及び芳香族ジカルボン酸ポリマーから製造されたヤーンに関する。
【００１６】
　米国特許出願公開第２００７０２３２１７０号公報は、製紙用ファブリックのヤーンに
使用するための、ポリエステル樹脂と、例えば無水マレイン酸などの相溶化側基を有する
フルオロポリマー樹脂とのブレンドに関する。
　米国特許第５，２８３，１１０号明細書には、コポリエステル樹脂をフルオロポリマー
樹脂と共押出成形することによって形成された、強化された結節強度を有する耐熱性コポ
リエステルモノフィラメントが記載されている。熱安定剤及び加水分解安定剤添加剤も記
載されている。
　米国特許第５，３７８，５３７号公報は、カルボジイミド及びフッ素系ポリマーを含有
するポリエステルモノフィラメントに関する。
　米国特許第５，２９７，５９０号公報は、ＰＥＴ及びフルオロカーボンポリマーからな
るＭＤ及びＣＤモノフィラメントで作られた、抄紙機での使用のためのファブリックに関
する。
　最後に、米国特許第７，３０６，７０３号公報には、ポリエステル樹脂構造物をフルオ
ロポリマーでコーティングすることが記載されている。
【００１７】
　ファブリック構造物が抄紙用具として使用される場合、加工中に汚染物質が様々なファ
ブリック部材の表面に付着する。これらの汚染物質としては、繊維（セルロースその他）
及び他の接着性材料（例えば、低融点材料、グリュー（glue）、リグニン、ピッチなど。
これらは全体として「粘着物」として知られている。）が挙げられる。したがって、良好
な清浄性及び汚れ離脱性を示すファブリックが必要とされている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明の目的は、産業用ファブリックの部材を形成するため及び清浄化措置（例えば、
シャワー、サクションボックス、洗剤など）を介して汚染物を除去しやすくするために使
用されるポリマー組成物であって、部材上及び産業用ファブリック内の汚染物の蓄積を低
減するポリマー組成物を創製することである。
【００１９】
　「部材」としては、繊維、フィラメントヤーン、フィルム、箔、テープ、網（メッシュ
）、リング、スパイラルリンクコイル又は他の押出部材、所望のパターンの構造化ポリマ
ー樹脂堆積物、又はコーティングが挙げられる（堆積物又はコーティングは、表面上で連
続的であっても、又は、所望のパターン（例えば、矩形）で不連続的であってもよく、あ
るいは、隣接するストリップの縁部が互いに接触していない（すなわち、隣接ストリップ
間に「空間」が存在する）並列する連続もしくは不連続ＭＤもしくはＣＤストリップであ
ってもよい）。
【００２０】
　特定の実施形態において、本発明の利点は、本発明のファブリック、ベルト又はスリー
ブを使用して製造された、紙、ティッシュ／タオル、又は不織布製品の「シート剥離」の
容易さを改善することである。改善されたシート剥離は、フルオロポリマー及びシリコー
ン添加剤とを一緒に部材樹脂材料中に導入することによる部材材料の表面特性の変化のた
めに、ファブリック、ベルト又はスリーブの疎水性、親水性、表面張力、表面電荷、低下
した摩擦係数、接着力又はこれらの特性の２つ以上の組み合わせの変化によると考えられ
る。
【００２１】
　他の実施形態において、本発明の別の利点は、スパイラルコイルを製造するためにモノ
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フィラメントヤーンを押出すためのポリマー－フルオロポリマー－シリコーン含有物混合
物の使用が、コイリングとスパイラルリンクベルト構造物へのコイルの集成を容易にする
ことをもたらすことである。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明の１つの目的は、ポリマー樹脂、フルオロポリマー添加剤及びシリコーン含有（
例えば、シロキサン）添加剤を含むポリマー部材組成物であって、純粋な１００％ポリマ
ー樹脂又は樹脂と添加剤の他の組み合わせから作られた部材と比較して、改善された清浄
性、防汚性、減少した摩擦係数、所望の疎水性、親水性、疎油性、より高い水接触角、改
良されたシート剥離特性を有する繊維、フィラメント、フィルム、箔、テープ、網（メッ
シュ）、リングもしくは他の押出部材、所望のパターンの構造化堆積物（structured dep
osit）、又はコーティングの製造に適したポリマー部材組成物を提供することである。
【００２３】
　本発明の別の目的は、改善された清浄性、例えば防汚性、シート剥離、及び相対的疎水
性／親水性／疎油性などを有する産業用ファブリック又はベルトを提供することであり、
当該ファブリック又はベルトは、ポリエステル樹脂、例えば、ポリエチレンテレフタレー
ト（ＰＥＮ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリブチレンテレフタレート（Ｐ
ＢＴ）、ポリブチレンナフタレート（ＰＢＮ）、ポリトリメチレンナフタレート（ＰＴＮ
）、ポリ（シクロヘキシレンジメチレンテレフタレート）酸（ＰＣＴＡ）、ポリエステル
の芳香族、共重合体もしくはブレンド；又はポリアミド、例えば、ＰＡ（ポリアミド）　
６、ＰＡ　６，６、ＰＡ　６，１２、ＰＡ　６，１０、ＰＡ　４，６、ＰＡ　１０、ＰＡ
　１１、ＰＡ　１２、もしくはＭＸＤ６；ポリアミドの芳香族、共重合体もしくはブレン
ド；ポリフェニルスルフィド（ＰＰＳ）もしくはそのブレンド；ポリエーテルエーテルケ
トン（ＰＥＥＫ）もしくはそのブレンド；ポリエーテルケトン（ＰＥＫ）もしくはそのブ
レンド；あるいは、ポリウレタンもしくはそのブレンドなどを含む。「そのブレンド」と
は、本明細書において、名称を示した樹脂を、別の樹脂とブレンドできること、例えば、
ポリエステルをポリウレタンとブレンドできること、あるいは、２種のポリエステル又は
２種のポリアミドをブレンドできることを意味する。
【００２４】
　本発明に係るポリマー組成物は、部材、例えば繊維及びフィラメントヤーンなどの製造
に適する。より詳細には、ポリマー樹脂組成物は、ポリマー樹脂と、フルオロポリマー添
加剤と、シリコーン含有（例えば、シロキサン）添加剤と、必要に応じて産業用ファブリ
ックで使用することのできる他の添加剤とのブレンドから作られた、ヤーン、繊維、フィ
ルム、箔、テープ、網（メッシュ）、リングもしくは他の押出部材、所望のパターンの構
造化堆積物、又はコーティングの製造、及びそれらの製造方法に適する。
【００２５】
　特定の実施形態において、上記の特性を示す上記部材の製造に適する樹脂組成物は、フ
ルオロポリマー添加剤及びシリコーン添加剤をポリエステル樹脂の混合物とブレンドする
ことによって得られる。
【００２６】
　さらなる実施形態において、フルオロポリマー及びシリコーン含有材料を含むポリエス
テルモノフィラメントヤーン組成物の水接触角は約７４度を超える。
【００２７】
　特定の実施形態において、本発明の樹脂部材組成物は、約５０～約９８質量％の約１．
２ｄＬ／ｇの固有粘度を有するポリエステル、例えばＰＥＴなど；約０．５～約１５質量
％のＰＶＤＦ、例えばＰＶＤＦなど；約０．５～約１５質量％のシロキサン、例えばＰＤ
ＭＳなど；約０．５～約１５質量％の安定剤、例えばカルボジイミド（例えば、Ｓｔａｂ
ａｘｏｌ（登録商標）１ＬＦ、ＰＸ－１００、又はＰＸ－２００）など；及び約０．２～
約５質量％の着色剤を含む混合物１００質量部を押出すことにより製造される。必要に応
じて、加水分解安定剤、充填剤、シリカ（ヒュームド又は溶融）、引張調整剤もしくは他
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の添加剤を使用してもよい。モノフィラメントヤーンを製造するために樹脂部材組成物が
使用される実施形態において、モノフィラメントヤーン組成物は、典型的には、前述の産
業用ファブリックにおいて使用される全てのヤーンのタイプに適している。
【００２８】
　別の実施形態において、本発明の樹脂部材組成物は、約８０～約９７質量％の約０．７
ｄＬ／ｇ～約０．７５ｄＬ／ｇ又は約０．８５ｄＬ／ｇ～約１．０ｄＬ／ｇの固有粘度を
有するポリエステル樹脂、例えばＰＥＴなど；約１～約６質量％のフルオロポリマー、例
えばＰＶＤＦなど；約１～約６質量％のシロキサン、例えばＰＤＭＳなど；約１～約３質
量％の安定剤、例えばカルボジイミド（例えば、Ｓｔａｂａｘｏｌ（登録商標）１ＬＦ、
ＰＸ－１００又はＰＸ－２００）など；及び約０．４～約３質量％の着色剤を含む混合物
１００質量部を押出すことにより製造される。必要に応じて、加水分解安定剤、充填剤、
シリカ（ヒュームド又は溶融）、引張調整剤もしくは他の添加剤を使用してもよい。樹脂
部材組成物を使用してモノフィラメントヤーンを製造する実施形態において、モノフィラ
メントヤーン組成物は、典型的には、前述の産業用ファブリックで使用されるあらゆるヤ
ーンのタイプに適している。
【００２９】
　さらなる実施形態において、本発明の樹脂部材組成物は、９４．２５～９５．８５質量
％のポリエステル樹脂、例えばＰＥＴなど；２．５質量％のフルオロポリマー、例えばＰ
ＶＤＦなど；１．２５質量％のシロキサン、例えばＰＤＭＳなど；１．２５質量％の安定
剤、例えばカルボジイミドなど；及び０．４～２質量％の着色剤を含む混合物１００質量
部を押出すことにより製造される。樹脂部材組成物がモノフィラメントヤーンを製造する
ために使用される実施形態において、モノフィラメントヤーン組成物は、典型的には、前
述の産業用ファブリックに使用されるすべてのヤーンのタイプに適している。
【００３０】
　本明細書に記載されるように、本発明は、ポリマー樹脂、フルオロポリマー添加剤及び
シリコーン含有添加剤を含む樹脂部材組成物に関する。いくつかの実施形態において、当
該組成物の約５０質量％～約９８質量％はポリマー樹脂から構成される。いくつかの実施
形態において、当該組成物の約８０質量％～約９７質量％はポリマー樹脂から構成される
。
【００３１】
　いくつかの実施形態において、当該組成物の約０．５質量％～約１５質量％はフルオロ
ポリマー添加剤から構成される。特定の実施形態において、前記組成物の約１質量％～約
６質量％はフルオロポリマー添加剤から構成される。
【００３２】
　いくつかの実施形態において、当該組成物の約０．５質量％～約１５質量％はシリコー
ン含有添加剤から構成される。特定の実施形態において、前記組成物の約１質量％～約６
質量％はシリコーン含有添加剤から構成される。
【００３３】
　特定の実施形態において、当該組成物の約５０質量％～約９８質量％はポリマー樹脂か
ら構成され、当該組成物の約０．５質量％～約１５質量％はフルオロポリマー添加剤から
構成され、当該組成物の約０．５質量％～約１５質量％はシリコーン含有添加剤から構成
される。他の実施形態において、当該組成物の約８０質量％～約９７質量％はポリマー樹
脂から構成され、当該組成物の約１質量％～約６質量％はフルオロポリマー添加剤から構
成され、当該組成物の約１質量％～約６質量％はシリコーン含有添加剤から構成される。
【００３４】
　特定の実施形態において、ポリマー樹脂は、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポ
リエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンナフタレート（ＰＢＮ）、ポリトリ
メチレンナフタレート（ＰＴＮ）、ポリ（シクロヘキシレンジメチレンテレフタレート）
酸（ＰＣＴＡ）、及びポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）からなる群から選択された
少なくとも１種のポリエステルを含む。特定の実施形態において、ポリエステル樹脂は、
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約１２ｄＬ／ｇの固有粘度を有する。他の実施形態において、ポリエステル樹脂は、約０
．７～０．７５ｄＬ／ｇの固有粘度を有する。さらに他の実施形態において、ポリエステ
ル樹脂は、約０．８５～１．０ｄＬ／ｇの固有粘度を有する。
【００３５】
　特定の実施形態において、フルオロポリマー添加剤は、ポリテトラフルオロエチレン（
ＰＴＦＥ）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、エチレンテトラフルオロエチレン（Ｅ
ＴＦＥ）、ペルフッ素化ポリエーテル（ＰＦＰＥ）、及び変性フルオロアルコキシ（ＭＦ
Ａ）ポリマーからなる群から選択された少なくとも１種のフルオロポリマーを含む。
【００３６】
　特定の実施形態において、シリコーン添加剤はシロキサンを含む。さらなる実施形態に
おいて、シリコーン添加剤は、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、ＰＤＭＳ誘導体、
ポリジフェニルシロキサン、環状シロキサン、及びアミノアルキルシロキサンから成る群
から選択される。
【００３７】
　いくつかの実施形態において、当該組成物はヒュームドシリカを含む。
　さらに他の実施形態において、当該組成物は、ポリアミド（ＰＡ　６；ＰＡ　６，６；
ＰＡ　６，１２；ＰＡ　６，１０；ＰＡ　４，６；ＰＡ　１０；ＰＡ　１１；ＰＡ　１２
、及びそれらの芳香族誘導体）、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテ
ルケトン（ＰＥＫ）及びポリ（ｐ－フェニレンスルフィド）（ＰＰＳ／Ｒｙｔｏｎ（登録
商標））、又はポリウレタンからなる群から選択されたポリマーを含む。
【００３８】
　特定の実施形態において、当該組成物は、ＰＥＴを含むポリエステル樹脂と、ＰＶＤＦ
を含むフルオロポリマー添加剤とを含む。さらなる実施形態において、シリコーン添加剤
はシロキサンを含む。特定の実施形態において、シリコーン添加剤は、ポリジメチルシロ
キサン（ＰＤＭＳ）、ＰＤＭＳ誘導体、ポリジフェニルシロキサン、環状シロキサン、及
びアミノアルキルシロキサンからなる群から選択される。
【００３９】
　特定の実施形態において、当該組成物のポリマー樹脂はＰＥＴであり、フルオロポリマ
ー添加剤はＰＶＤＦであり、シリコーン含有添加剤はＰＤＭＳである。
【００４０】
　特定の実施形態において、当該組成物は、（ａ）９４.２５～９５．８５質量％のＰＥ
Ｔ；（ｂ）２．５質量％のＰＶＤＦ；（ｃ）１．２５質量％のＰＤＭＳ；（ｄ）１．２５
質量％のカルボジイミド；（ｅ）０．４～２質量％の着色剤；及び（ｆ）０．１０質量％
～５．０質量％のヒュームドシリカを含む。
【００４１】
　1いくつかの実施形態において、当該組成物は、安定剤、相溶化剤、加水分解又は酸化
防止剤、染料、顔料及びヒュームドシリカからなる群から選択された１又は２種以上の添
加剤を含む。
【００４２】
　いくつかの実施形態において、当該組成物は、ヤーン表面で測定された水接触角が７４
度より大きいモノフィラメントを製造するために使用される。
【００４３】
　他の実施形態において、当該組成物は、円形又は非円形断面を有するモノフィラメント
ヤーンを製造するために使用される。
【００４４】
　さらに他の実施形態において、本発明は、ポリマー樹脂、フルオロポリマー添加剤及び
シリコーン含有添加剤を含む樹脂部材組成物を製造する方法であって、前記フルオロポリ
マー添加剤及びシリコーン含有添加剤が前記ポリマー樹脂に添加され、次いで、ポリマー
樹脂が押し出される方法に関する。いくつかの実施形態において、当該組成物は、ポリア
ミド（ＰＡ　６、ＰＡ　６，６、ＰＡ　６，１２、ＰＡ　６，１０、ＰＡ　４，６、ＰＡ
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　１０、ＰＡ　１１、ＰＡ　１２、及びそれらの芳香族誘導体）、ポリエーテルエーテル
ケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルケトン（ＰＥＫ）、ポリ（ｐ－フェニレンスルフィド
）（ＰＰＳ／Ｒｙｔｏｎ（登録商標））、及びポリウレタンからなる群から選択された１
又は２種以上のポリマーを含む。他の実施形態において、当該組成物は、ポリエチレンナ
フタレート（ＰＥＮ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンナフタレ
ート（ＰＢＮ）、ポリトリメチレンナフタレート（ＰＴＮ）、ポリ（シクロヘキシレンジ
メチレンテレフタレート）酸（ＰＣＴＡ）及びポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）か
らなる群から選択された１又は２種以上のポリマーを含む。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、本方法によって製造される組成物は、安定剤、相溶化剤
、加水分解又は酸化防止剤、染料、顔料及びヒュームドシリカからなる群から選択された
１又は２種以上の添加剤を含む。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、本方法によって製造された組成物は、繊維、ヤーン、リ
ング、フィルム、箔、メッシュ、網もしくは他の押出された要素、所望のパターンの構造
化堆積物、又はコーティングに押し出される。さらなる実施形態において、押出された繊
維は、約１．１ｄｔｅｘ～約２００ｄｔｅｘのサイズを有する。特定の実施形態において
、押出されたヤーンは、約０．０８ｍｍ～約５ｍｍの直径を有する。
【００４７】
　いくつかの実施形態において、本方法によって製造された組成物は、産業用ファブリッ
クの部材を製造するために使用され、ここで、前記部材は、ヤーン、繊維、フィルム、箔
、テープ、網（メッシュ）、リングもしくは他の押出された要素、所望のパターンの構造
化堆積物、又はコーティングである。特定の実施形態において、当該産業用ファブリック
は、ＰＭＣフォーミングファブリック、プレスファブリック及びドライヤーファブリック
、ならびにプロセスベルト、インプレッションファブリック；ＴＡＤファブリック；ｅＴ
ＡＤ、ＡＴＭＯＳ又はＮＴＴマシン用のファブリック；例えばエアレイド、メルトブロー
イング、スパンボンディング又は水流交絡などのプロセスによって不織布の製造に使用さ
れる加工ファブリック、スリーブ又はベルト；スラッジフィルターもしくは他の湿式濾過
プロセスで使用されるファブリック；例えば食品加工又は鉱業などの産業用途用のコンベ
ヤーベルト；コルゲーターベルト；スパイラルリンクベルト、それらのピントル又は任意
のスタッファーヤーン用のスパイラルコイルリンク；テキスタイル仕上げプロセスで使用
されるファブリック又はベルト；建材製品を製造するために使用されるベルト又はファブ
リック；あるいは、皮なめしベルト又はスリーブからなる群から選択されたファブリック
を構成する。いくつかの実施形態において、当該産業用ファブリックは、ＭＤ及び／又は
ＣＤでヤーンから織られたものであるか、又はＭＤ又はＣＤヤーンアレイの不織布層、ス
パイラルリンク、メッシュもしくは網、リング、箔、フィルムもしくは他の押出された要
素、所望のパターンの構造化堆積物、又はコーティングである。
【００４８】
　さらに他の実施形態において、本発明は、ポリマー樹脂、フルオロポリマー添加剤及び
シリコーン含有添加剤を含む樹脂部材組成物を含む、メッシュもしくは網、繊維、ヤーン
、リング、フィルム、箔もしくは他の押出された要素、所望のパターンの構造化堆積物、
又はコーティングに関する。
【００４９】
　さらに他の実施形態において、本発明は、ポリマー樹脂、フルオロポリマー添加剤及び
シリコーン含有添加剤を含む樹脂部材組成物を含む抄紙用具に関する。特定の実施形態に
おいて、当該抄紙用具は、リールベルト、ＴＡＤ、ｅＴＡＤ、ＡＴＭＯＳ、及びＮＴＴフ
ァブリックからなる群から選択される。さらなる実施形態において、部材は、プレスファ
ブリック又はコルゲーターベルトのバット部である。
【００５０】
　他の実施形態において、本発明は、ポリマー樹脂、フルオロポリマー添加剤及びシリコ
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ーン含有添加剤を含む樹脂部材組成物を含む産業用ファブリック、ベルト又はスリーブに
関する。
【００５１】
　特定の実施形態において、本発明の樹脂部材組成物は、産業用ファブリックのバット部
に使用される繊維を製造するために使用される。
【００５２】
　いくつかの実施形態において、本発明は、ＤＮＴベルト、フィルタープレス用のベルト
、パルプウォッシャー、例えば配向ストランドボードもしくはコルゲーターベルトなどの
建材製品を製造するためのベルト、皮なめしスリーブ、又はテキスタイル仕上げベルトを
構成している加工ファブリックであって、ポリマー樹脂、フルオロポリマー添加剤及びシ
リコーン含有添加剤を含む樹脂部材組成物を含む加工ファブリックに関する。さらなる実
施形態において、当該部材は、プレスファブリック又はコルゲーターベルトのバット部で
ある。特定の実施形態において、ファブリック、スリーブ又はベルトは、エアレイド、ス
パンボンド、メルトスパン又は水流交絡からなる群から選択されるプロセスによって不織
布を製造するために使用される。
【００５３】
　他の実施形態において、本発明は、ポリマー樹脂、フルオロポリマー添加剤及びシリコ
ーン含有添加剤を含む樹脂部材組成物を含むスタッファーヤーン又はピントルに関する。
【００５４】
　本開示において「含む（comprising）」及び「含む（comprises）」という用語は、「
含む（including）」及び「含む（includes）」を意味することがあり、米国特許法にお
いて「含む（comprising）」又は「含む（comprises）」という用語に一般的に与えられ
ている意味を有することがある。特許請求の範囲で使用される場合、「から本質的になる
（consisting essentially of）」又は「から本質的になる（consists essentially of）
」という用語は、米国特許法に帰される意味を有する。本発明の他の態様は、以下の開示
に記載されているか、又は以下の開示から明らかである（及び本発明の範囲内である）。
添付の図面は、本発明のさらなる理解を提供するために含まれ、本明細書に組み込まれ、
その一部を構成する。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】図１は、純粋なＰＥＴモノフィラメントの水接触角を、ＰＥＴ－フルオロポリマ
ー、ＰＥＴ－シリコーン含有材料、及び本発明の一実施形態に従うモノフィラメントヤー
ン組成物の水接触角と比較したグラフである。
【図２】図２は、抄紙機での使用前及び後のシリコーン含有材料及びフルオロポリマーを
使用して及び使用せずに製造されたポリエステルヤーンを含むファブリックを示す。
【発明を実施するための形態】
【００５６】
　本発明は、樹脂を含む部材の特性（例えば、引張弾性率）が維持されるように、及び、
添加剤材料の組み合わせが部材の防汚性又は汚れ離脱性並びに易清掃性に対して相乗効果
を与えるように、所望の好ましい特性を有する２種以上の材料を相乗的な様式でポリマー
樹脂に組み合わせる。ポリマー樹脂中にこれらの２種の添加剤を組み合わせることによる
相乗効果は、部材が例えば産業用ファブリックに存在する場合に、本発明の驚くべき予期
しなかった結果である。
【００５７】
　上述の産業用ファブリック及びベルトにおいて、本発明のポリマー材料は、織物構造物
用の押出ヤーン、ＭＤもしくはＣＤヤーンアレイを製造すること、又はスパイラルコイル
リンクを製造するために使用されるヤーンを製造すること（例えば、米国特許第４，５６
７，０７７号公報）；メッシュ又は網を製造すること（例えば、Ｊｏｈｎｓｏｎらの米国
特許第４，４２７，７３４号公報を参照）；リングを製造すること（例えば、Ｈａｎｓｅ
ｎらの米国特許第６，９１８，９９８号公報を参照）；もしくは他の押出された要素を製
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造すること（例えば、Ｈａｎｓｅｎらの米国特許第６，６３０，２２３号公報を参照）；
例えば米国特許第８，３８８，８１２号、第８，７２８，２８０号、第８，７６４，９４
３号及び第８，３９４，２３９号公報に教示されているフィルムもしくは箔；例えばプレ
スファブリック又はコルゲーターベルトのバット部などの構造物に使用するための繊維を
製造すること；ベルト又はファブリックの表面上に制御されたポリマー樹脂構造化堆積物
を製造すること；あるいは、ベルト又はスリーブの片面又は両面（例えば、シート接触面
又は機械接触面）を被覆することに使用することができる。
【００５８】
　上記部材は、ＰＭＣ（フォーミングファブリック、プレスファブリック、ドライヤーフ
ァブリック、シュープレスベルト、又はトランスファーベルト）、リールベルト、ＴＡＤ
ファブリック、インプレッションファブリック、高エネルギー効率先端技術乾燥（Energy
 Efficient Technologically Advanced Drying）（「ｅＴＡＤ」）ファブリック、先端テ
ィッシュ成形システム（Advanced Tissue Molding Systems）（「ＡＴＭＯＳ」）ファブ
リックもしくはベルト、新ティッシュ技術（New Tissue Technology）（「ＮＴＴ」）フ
ァブリックもしくはベルト、ダブルニップシックナー（「ＤＮＴ」）ファブリック、ベル
トフィルター、パルプウォッシャー、不織布（例えば、エアレイド、スパンボンド、メル
トスパン、水流交絡）の製造のためのベルト／ファブリック／スリーブ、建材製品（例え
ば、配向ストランドボード（ＯＳＢ））を製造するためのベルト、コルゲーターベルト、
テキスタイル仕上げ用ベルト（例えば、サンフォライジングベルト）、並びに皮なめしベ
ルト又はスリーブなどの構造物で使用することができる。
【００５９】
　特定の実施形態において、本発明は、押出、堆積又はコーティングプロセスの間又は前
に、ポリマーにフルオロポリマー及びシリコーン含有（例えば、シロキサン）添加剤をブ
レンドすることによって、例えばヤーン又は繊維の、防汚性及びシート剥離性を改善する
。フルオロポリマーは接着抵抗特性（剥離性）を有し、シリコーン含有材料は水吸収抵抗
又は表面抵抗（疎水性）特性を有することが当該技術分野において一般的に知られている
。しかし、本発明者らは、例えば抄紙用具の部材などの産業用ファブリック用途を有する
例えばポリエステルなどのポリマー樹脂に対するこれらの添加剤の相乗効果を発見した。
防汚性であり、低摩擦係数の、耐水性であり、より容易に清掃可能な材料が必要とされて
いるため、本発明の１つの態様は、例えばポリエステル樹脂などのポリマーと、フルオロ
ポリマーとシリコーン含有添加剤とから製造される、産業用ファブリックのヤーンに使用
するためのモノフィラメントの製造である。
【００６０】
　特定の実施形態において、本発明は、防汚性、適切な疎水性、より低い摩擦係数、及び
改善されたシート剥離能などの優れた清浄性特性を有する多成分ヤーン又は繊維であって
、組み合わされるとモノフィラメントヤーン組成物を生じる、ポリマー、例えばポリエス
テル樹脂など、フルオロポリマー添加剤、及びシリコーン添加剤を主成分として含む多成
分ヤーン又は繊維に関する。本発明は、さらに、このポリマー樹脂組成物を用いて製造さ
れる、フィラメント、フィルム、箔、テープ、網（メッシュ）、リング、スパイラルリン
クコイルもしくは他の押出された部材、所望のパターンの構造化堆積物、又はコーティン
グに関する（堆積物又はコーティングは、表面上で連続的であっても、又は、所望のパタ
ーン（例えば、矩形）で不連続的であってもよく、あるいは、隣接するストリップの縁部
が互いに接触していない（すなわち、隣接ストリップ間に「空間」が存在する）並列する
連続もしくは不連続ＭＤもしくはＣＤストリップであってもよい）。
【００６１】
　いくつかの実施形態において、シリコーン含有添加剤の存在は、本発明のヤーンを使用
して製造されたベルトの摩擦帯電を本質的に妨げる摩擦調整剤として作用すると考えられ
る。シリコーン含有添加剤は、ベルトをより導電性にするのではなく、むしろ、運転時に
静電気を発生するベルトの能力に影響を及ぼす。
【００６２】
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　いくつかの実施形態において、本発明は、シリコーン含有添加剤及びフルオロポリマー
添加剤を１又は２種以上のポリマー材料と同時に組み合わせることを含み、それらのすべ
ては、次に押出される。混合物中には、例えば安定剤、相溶化剤、加水分解又は酸化防止
剤、染料及び／又は顔料などのさらなる添加剤が存在してもよい。次いで、ポリマー材料
混合物は、繊維、ヤーン、リング、フィルム、箔、メッシュ、網又は他の形態に押出され
る。本発明の材料組成物はまた、産業用ファブリック又はベルトの部材として、構造化堆
積物として又はコーティングとしても使用できる（堆積物又はコーティングは、表面上で
連続的であっても、又は、所望のパターン（例えば、矩形）で不連続的であってもよく、
あるいは、隣接するストリップの縁部が互いに接触していない（すなわち、隣接ストリッ
プ間に「空間」が存在する）並列する連続もしくは不連続ＭＤもしくはＣＤストリップで
あってもよい）。
【００６３】
　例えば、産業用ファブリックは、段ボール箱を生産する機械に使用されるコルゲーター
ベルトであってもよい。ベルトの表面は、織構造、シート及び／又は機械接触側でバット
繊維中にニードリングされた織構造、又はシート接触面上に本発明の樹脂組成物の複数の
ＭＤストリップを堆積させたスパイラルリンク構造であることができる。ストリップは、
ＭＤに、ＭＤに対して角度をつけて、又はＣＤに存在することができる。隣接するストリ
ップの縁部は互いに接触していないが、空気及び水蒸気がベルトを透過可能であるように
空間が存在する。
【００６４】
　産業用ファブリックは、トランスファーベルトであってもよい。かかるベルトが優れた
制御されたシート剥離を示し、表面が汚染物質フリーのまま保たれることが重要である。
これらの特性を達成するために、トランスファーベルトの両側がコーティングされている
。コーティングは、両側に別々に適用でき、又は、片側にコーティングを適用して構造物
に含浸させることができ、あるいは、両方を組み合わせることができる。機械接触側は、
典型的には、ハイドロプレーニングを防止するのに十分な粗さを有するべきであり、した
がって、不安定性又は不十分なガイディングを示さない。粗さは、例えば、溝加工によっ
て達成することができる。特定の実施形態において、ポリウレタンが好ましいコーティン
グ樹脂であり、その特性は、コーティング中にウレタン、フルオロポリマー及びシリコー
ン含有材料を含む意図された組成物を利用して改善することができる。
【００６５】
　ファブリック繊維は、線質量密度又はデシテックス（「ｄｔｅｘ」）で測定される様々
な程度の粗さを有する。いくつかの実施形態において、本発明の繊維は、粗さが約０．５
ｄｔｅｘ～約２４０ｄｔｅｘである。
【００６６】
　いくつかの実施形態において、本発明の円形断面モノフィラメントヤーンは、０．０６
ｍｍ～５．０ｍｍの直径を有する。対象のヤーンは、意図された用途について当業者に公
知の適切な寸法の非円形断面（例えば、正方形、長方形、楕円形、卵形、菱形、三角形な
ど）を有してもよい。
【００６７】
　フルオロポリマー添加剤とシリコーン含有（例えば、シロキサン）添加剤との本発明の
組合せは、任意の適切なポリマー、例えば、１又は２種以上のポリエステル（例えば、Ｐ
ＥＴ、ＰＢＴ、ＰＥＮ、ＰＣＴＡなど）、ポリアミド（例えば、ＰＡ　６；ＰＡ　６，６
；ＰＡ　６，１２；ＰＡ　６，１０；ＰＡ　４，６；ＰＡ　１０；ＰＡ　１１；ＰＡ　１
２、又はＮｏｍｅｘ（登録商標）のようなポリアラミド誘導体）、ポリエーテルエーテル
ケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルケトン（ＰＥＫ）、又はポリ（ｐ－フェニレンスルフ
ィド）（ＰＰＳ又はＲｙｔｏｎ（登録商標））と混合されてもよい。
【００６８】
　上記ポリマー組成物は、次いで、産業用ファブリック構造物、例えばＰＭＣ（フォーミ
ングファブリック、プレスファブリック、ドライヤーファブリック、シュープレスベルト



(16) JP 2018-517030 A 2018.6.28

10

20

30

40

50

又はトランスファーベルト）、リールベルト、ＴＡＤファブリック、インプレッションフ
ァブリック、ｅＴＡＤファブリック及びＡＴＭＯＳファブリックなど；並びに加工ファブ
リック、例えばダブルニップシックナー（「ＤＮＴ」）布地、ベルトフィルター、パルプ
ウォッシャー、不織布（例えば、エアレイド、スパンボンド、メルトスパン、水流交絡）
の製造のためのベルト／ファブリック／スリーブ、建材製品（例えば、配向ストランドボ
ード（ＯＳＢ））を製造するためのベルト、コルゲーターベルト、テキスタイル仕上げベ
ルト（例えば、サンフォライジングベルト）、皮なめしベルト又はスリーブなどで使用す
ることができる。
【００６９】
　一実施形態によれば、本発明は、（１）限定されるものではないが、例えば、ポリエチ
レンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンナ
フタレート（ＰＢＮ）、ポリトリメチレンナフタレート（ＰＴＮ）、ポリブチレンテレフ
タレート（ＰＢＴ）、ポリ（シクロヘキシレンジメチレンテレフタレート）酸（ＰＣＴＡ
）、ポリエステルの芳香族、共重合体及びブレンドを含む群から選ばれたポリエステル；
（２）限定されるものではないが、例えば、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、
ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、エチレンテトラフルオロエチレン（ＥＴＦＥ）、ペ
ルフッ素化ポリエーテル（ＰＦＰＥ）又は変性フルオロアルコキシ（ＭＦＡ）ポリマーを
含む群から選ばれたフルオロポリマー；及び（３）シリコーン含有材料、例えばシロキサ
ン、例えばポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、ＰＤＭＳ誘導体、ポリジフェニルシロ
キサン、環状シロキサン及びアミノアルキルシロキサンなど、のブレンドを含む部材であ
る。樹脂部材組成物は、必要に応じて、他の添加剤及び成分を含有する。
【００７０】
　本明細書に開示されたモノフィラメントの場合、当該モノフィラメントは、前述の抄紙
用具及び人工ファブリックのような産業用ファブリックの製造において、経糸及び／又は
緯糸として使用することができる。フィラメントの場合、フィラメントは、さらに処理さ
れ、バット材料に使用される繊維に切断され、これらの繊維のいくつかのベース構造物に
取り付けられてもよい。特定の実施形態において、ポリエステル、フルオロポリマー及び
シリコーン含有材料（例えばシロキサン）の混合物は、より低い摩擦係数、改善された防
汚性、及び増加した疎水性を有するモノフィラメント又は繊維を提供する。上に開示した
組成物は、また、本発明の一実施形態による他の前述の成分のいずれかを製造するために
使用することができる。
【００７１】
　特定の実施形態において、シリコーン含有材料及びフルオロポリマー添加剤のポリエス
テル（例えばＰＥＴ）モノフィラメントへの添加は、モノフィラメントの水接触角を増大
させ、その防汚性を改善する。
【００７２】
　さらに別の実施形態において、スパイラルコイルを製造するための製造プロセスにおい
て、シリコーン含有材料及びフルオロポリマー添加剤のポリエステル（例えばＰＥＴ）モ
ノフィラメントへの添加は、スパイラルコイルを製造するために使用されるポリエステル
（例えばＰＥＴ）モノフィラメントにおける添加剤としてシリコーン含有材料とフルオロ
ポリマーとが相乗的に使用される場合、例えばコイルの形成及び集成などの製造における
螺旋加工プロセスを著しく改善する。さらに、いくつかのスパイラルリンクベルトでは、
ベルトの通気性及び空気の流れを制御するために「スタッファーヤーン」が使用される。
本発明の組成物は、これらのスタッファーヤーンを製造することにも使用することができ
る。
【００７３】
　ポリエステルがＰＥＴである本発明の組成物の実施形態において、ＰＥＴテープ及びモ
ノフィラメントの水接触角試験は、押出プロセス中にシリコーン含有添加剤（例えば、シ
ロキサン）及びフルオロポリマーをＰＥＴに添加すると、１００％（同じＰＥＴ）モノフ
ィラメント（６２度）と比較した場合に、より高い水接触角（７５度）をもたらすことを
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示した。典型的には、本明細書に記載の本発明のモノフィラメントヤーン組成物の水接触
角は約７４度を超える。特定の実施形態において、シリコーン含有添加剤（例えば、シロ
キサン）とフルオロポリマー添加剤との組み合わせは、（１）疎水性を増加させること、
及び、（２）耐油性及び防汚性を改善することの、２とおりの作用をする。本発明のＰＥ
Ｔモノフィラメント上でのより高い水接触角は、抄紙機もしくはティッシュ／タオル製造
機での使用中に本発明のモノフィラメントを含む抄紙用具の改善された清掃性を示す。
【００７４】
　一実施形態において、シリコーン含有材料は、マスターバッチを作製するためにコンパ
ウンダーによって予め配合される。いくつかの実施形態において、マスターバッチは、シ
リコーン含有材料３０％及びＰＥＴ７０％である。特定の実施形態において、モノフィラ
メントヤーンを押出すために使用される全組成物の約４～７質量％がマスターバッチであ
る。
【００７５】
　いくつかの実施形態において、モノフィラメント中のシリコーン含有材料の総百分率は
約１～４％であり、モノフィラメント中のフルオロポリマー添加剤（例えばＰＶＤＦ）の
総百分率含有量は約１～５％である。例えばヒュームドシリカなどの他の添加剤は、約０
．１０～５．０％の量で存在してもよい。
【００７６】
　フルオロポリマーは、ＰＭＣ中で使用されるヤーンの成分中に使用された場合に、耐汚
染性、特に、例えばデンプンや「粘着性物質」などの汚染物質に対して耐汚染性であるこ
とが示された。同時に、本発明の組成物中にシロキサン（又は他のシリコーン含有化合物
）が存在することによって、表面張力や吸水性に影響を及ぼす所望の疎水性が付与される
。これらの材料の両方の組み合わせによって、モノフィラメントに、１組の独特の特徴が
もたらされ、これらの材料（フルオロポリマーとシリコーン含有添加剤）の両方が、ファ
ブリックをより清浄で、汚染物が蓄積しない状態に保つことを助ける。もし本発明のヤー
ンを含むファブリックに何らかの汚染物が蓄積した場合に、ファブリックが例えば「シャ
ワークリーニング」を受けた場合、本発明のヤーンはより良好で効率的なファブリックク
リーニングを可能にする。フルオロポリマーは、材料が例えばヤーン表面に強く付着する
のを防ぎ、さらに、シリコーン含有材料は、より迅速な水放出能力を付与するので、ある
実施形態において、ファブリックに水をシャワリングすると、粘着性物質およびほかの汚
染物質が迅速かつ効果的に除去される。
【００７７】
　本発明に係るポリマー樹脂－フルオロポリマー－シリコーン含有材料組成物は、上記の
部材以外の全ての製造にも適している。ポリマー樹脂－フルオロポリマー－シリコーン含
有材料組成物は、ＰＭＣの製造に使用することができる部材；スラッジフィルター又は他
の湿式濾過プロセスで使用される加工ファブリック；産業プロセスベルト用のベース支持
構造物、例えば食品加工又は鉱業などの産業用途用のコンベヤーベルト；コルゲーターベ
ルト；スパイラルリンクベルト、それらのピントル又は任意のスタッファーヤーン用のス
パイラルコイルリンク；又はテキスタイル仕上げプロセスで使用されるファブリックのい
ずれの製造にも、及び、それらの製造方法にも適する。ヤーンを含む上記構造体のいずれ
も、スパイラルリンク構造物やＭＤ／ＣＤヤーンアレイを含めて、織られたものであって
も織られたものでなくてもよい。さらに、モノフィラメントヤーン組成物は、スパイラル
リンクファブリック（スタッファー）及びあらゆるシーム（例えば、ピンシーム、スパイ
ラルシームなど）の両方のためのスタッファー及びピントルとして使用されてもよい。
　本発明を、以下の非限定的な実施例によってさらに説明する。
【実施例】
【００７８】
実施例１
　図１は、純粋なＰＥＴモノフィラメントの水接触角を、ＰＥＴ－フルオロポリマー、Ｐ
ＥＴ－シリコーン含有材料、及び本発明の一実施形態に従うモノフィラメントヤーン組成
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【００７９】
　実施例２
　図２は、抄紙機での使用前及び使用後の、シリコーン含有材料及びフルオロポリマーを
使用して又は使用せずに製造されたヤーンを含むファブリックを示す。
　上：フルオロポリマー及びシリコーン含有材料のヤーンを含むファブリック。
　下：フルオロポリマー及びシリコーン含有材料のヤーンを含まないファブリック。
　上記ファブリックを抄紙機で４０日間使用した。フルオロポリマー及びシリコーン含有
材料を含むヤーンを含む上のファブリックは、フルオロポリマー及びシリコーン含有材料
を含まないヤーンを含むファブリックよりも目に見えるほどにきれいである。黒い斑点は
望ましくない堆積物である。
【００８０】
　本発明の特定の実施形態について論じたが、上記の詳述内容は例示的なものであり、限
定的なものではない。当業者であれば、本発明に対して多くの変更及び修飾を行うことが
でき、そのような変更及び修飾は本発明の精神及び範囲から逸脱することなく行うことが
できることを理解するであろう。本発明の全範囲は、かかる変形例とともに、特許請求の
範囲、それらの等価な全範囲、及び明細書を参照して決定されるべきである。
【００８１】
　同様に、本発明の技術的特徴は特定の実施形態に関してのみ説明したかもしれないが、
当業者であれば、いくつかの実施形態の特徴を他の実施形態の特徴と組み合わせることが
でき、他の実施形態に関して説明した特徴の特定の組み合わせを他の実施形態に関して説
明した特徴の他の特定の組み合わせと組み合わせることもできる。
【００８２】
　本明細書で引用又は記載された各特許、特許出願及び刊行物は、まるで個々の特許、特
許出願又は刊行物が具体的かつ個別的に参照により援用されたかのように、参照によりそ
の全体が本明細書に援用される。
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